
i守党主甲げ主主甲 1)乞取り扱った悶叩拶T見札J;;つ℃も 3併用品j といっ砲初、伊1叉Jije ~ι (.. \i 主{;) ¥間叩方T

1975)" 1980年代の甲腎研究においても、「三角板;横甥!根幹用鋲留短甲j は、三角板鋲留短甲から横嬉!板

鋲留短申に変遷する移行期に製作された特定型式として提えられ(問中晋1981、小林行1982、藤田1984)、

現在においてもその認識は広く受け入れられている。

この系列の鋲留簸甲に一定の製作時期の掘を認めたのは、吉村和昭である。吉村は、鋲留短甲3こ使用

される鋲の大きさと鋲数に着思し、鋲留鑑甲の編年作業に先鞭をつけた。その中で、 f五角板横矧較併用

鋲留組甲j にも、台相を示すものと新栢を示すものがあち、独立牲をもっ系識として認識可能だと捉え

た(吉村1988)。この変遷観は、吉村の藩想を築構に方法的整備を瀧めた滝沢誠によっても賠聾されてい

る(滝沢1991)。

「三角較横甥i板併用鋲留鑑甲j という名称は、 1990年代以蹄、EfI曹の詳細な報告曹が数多く刊行される
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中で、京都府宇治二子山南墳や、島根県塚山古墳、奈良県後出3号墳などの報告においても使用されて

いる。しかしながら、後述するように、 「三角板横矧板併用鋲留短甲」とされるものの中には、三角板革

綴短甲との関連がうかがえるものもあり、包括的に「横矧板併用J という鋲留短甲に限定される型式名

を用いることには若干の問題がある。そこで、本稿では、「三角板横矧板併用鋲留短甲」を三角板鋲留短

甲の範l曙として捉え、地板構成の系譜を明らかにした上で、再度、型式の定義について検討を加えると

いう手順を踏むことにしたい。

( 2 )前胴長方板分割の三角板革綴短甲の認識

三角板鋲留短甲のほかに、三角板革綴短甲においても、前胴に長方形の部材を用いるものが存在する。

比較的古い年代の報告例としては、奈良県新沢508号墳で出土した短甲があげられる(石部1981)。この

短甲は後胴に等角系三角板(阪口1998)を、前胴に長方板を用い、報告書中では「三角板・長方板併用

革綴短甲」と紹介された。本例は、類例が少ない等角系三角板革綴短甲に位置づけられ、長方形分割さ

れる前胴の地板構成からは、比較的古い段階の長方板革綴短甲との関連も見出せる。短甲生産の初源的

段階から、三角板革綴短甲と長方板革綴短甲の折衷的な製品が存在している ことが知られる。新沢508号

墳例を、「三角板横矧板併用鋲留短甲」の評価と同様に、長方板革綴短甲から三角板革綴板短甲への移行

段階を示す事例として評価する捉え方 (藤田1984)もあるが、こうした折衷的短甲のその後の系譜につ

いては資料が乏しく明確にできない。

分割単位が大きい鈍角系三角板革綴短甲(阪口1998)の中に、前胴に三角形の分割を行わないものが

広く知られるようになったのは、大阪府鞍塚古墳例の報告以後(末永(編)1991)である。鞍塚古墳例

は、前嗣中段地板に長方板革綴短甲と同様の I枚の鉄板を用いるものである。鞍塚古墳が鋲留胃や鉄製

鞍金具を伴出する鋲留技法導入期の築造であることから、前胴中段地板に長方板を用いる事例は、三角

板革綴短甲の中でも新しい様相を示すものと認識されていく (滝沢1999)。とくに、三角板革綴短甲の編

年を進めた阪口英毅によって、前胴に長方板を用いる一群が鈍角系 'm式J とされ、新相を示す指標の
ーっとされた (阪口1998)。筆者も、阪口の作業に導かれながら、三角板短甲の地板構成を整理し、後胴

中段地板の分割枚数と前胴中段地板の形状から鈍角系三角板短甲の地板構成を 6型式に分類し、革綴短

甲の編年にかかわる視点を提供するとともに、鋲留短甲への移行についても視野を広げる必要性を説い

た(鈴木2004・2005a)。

上記のような研究史を踏まえ、本稿では、文殊堂II号墳、林2号墳出土短甲の編年的位置づ、けを検討

する。具体的には、地板を構成する枚数と配置に注目する。前胴長方形分割の三角板短甲を中心に革綴

製品、鋲留製品の変遷観を示し、三角板革綴短甲および三角板鋲留短甲の終駕の問題について考えてみ

たい

3.鈍角系三角板短甲における地板構成と変遷

( 1 )地板構成にかかわる分類

地板構成 三角板短甲は、阪口英毅が明らかにしたよう に(阪口1998)、等角系と鈍角系に大別できる。

本稿では、このなかでも資料数が圧倒的に多い鈍角系三角板短甲を取り上げる。検討の中心となる前胴

長方板分割の三角板短甲もほとんどが鈍角系三角板短甲である。

鈍角系三角板短甲の地板構成を後胴中段の地板枚数と前胴中段の地板形状をもとに分類する(鈴木

2004)。鈍角系三角板短甲は、脇部を含めた後胴長側第l段の地板枚数の違いにより、7枚、 5枚、 3枚
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第26表

等角系三角板革綴短甲

目謹賀県安養寺大縁起

栃木県佐野八崎山

富山県谷内21丹
福井県向山 l号 (1)

煎莱相以澗4号

拓l岡県井出ノ上

鈍角系三角板革綴短甲

戚安逝項虫13号

大阪府盆山 l号

大阪府心合守山

峡川玉田68号

京都府帰ヶ1而2号

滋賀県新聞 i号

静岡県五ヶ山82号

長野県倉科将軍塚2号
京都府ニゴレ

徳島県加解山2号

祭良県新沢139号
岐阜県亀塚

兵linl早年/科16号

大阪府盾嫁

1福岡県老司

石川県下開発茶臼山9号

京都府私市円山第2主体

大阪府御御子爆第2主体

楠岡県挺当正寺

群馬県長瀞西

静岡県千人塚

京都府在、市円山富11主体
静問リ注文殊主主11号

大阪府鞍塚

宮崎県六野原8号地下式縦穴

沼岡県花畿

金t層社谷43号
奈良県ベンショ塚第2主体
香川県民UlU6号
狐井県向山 l号 (2) 

石川県後山無常盤

三角板鋲留短甲

岐阜県中八儒

奈良県塚山

岡山県随I屯

奈良県市庖今回l号
H:l土t Jl't一対(jI'，~ 1 1

稲岡県稲重21号
(2) 

三!I'ur.¥小谷13号
石川県和田山5号

成陥上栢盟

奈良県新沢115号

神奈川県朝光郎 l号
畏野県海口の塚

大阪府野中

兵奈廊艮県県小円野照王寺線M山l号 (1) 

宮崎県下北方5号地下式以穴

千葉県八盟b;¥1号 (2) 
大阪府県姫山 (4) 

奈良県後出7号
滋賀県重量舘山2号

2号

宮崎県島内3号
|奈良県円照寺基山l号 (2) 

千Z函~~八思](，[ 1 号 (1)
守臨時商品 l古境

滋賀県新聞 l号

三III県近代
東京都御韓首山

京都府二子山南 (1)

静岡県林2号
日寧校洞3号

!7号
奈良県後出3号第2主体

1 a 

1 a 
1 a 
1 a 

1 a 

1 a 

1 b 

lla 
lla 

11 a 
lIa 
11 a 
11 a 
(11 a) 

lIa 

11 a 
lIa 

11 a 

Ua 
11 a 
(ll a) 

(Il a/m a) 
llb 

11 b 

llb 
(11 bl田b)
血a

(IIla) 

IIla 
田b

(IIlb) 

1 a 

1 a 

1 a 
1 a 
1 a 

1 a 
lla 

11 a 

11 a 

11 a 

11a 

lla 

11 a 
II a 

IIa 

11 a 

Il a 

Il a 

Ila 

Ila 

II a 
lla 
Ila 

IIb 
Ilb 

11 b 

lIb 
(U1 a) 
田a

U1a 
U1b 
皿b

(血b)

IIlb 
皿b

B 5 4 

B 3 4 

B 3 2 
B 3 2 

A 3 2 

A 3 4 
Y (8) 5 2 

A 3 4 

A 3 2 

Z 3 2 

B 、， 4 
B 3 2 

A 2 

A 3 2 

A 3 2、

A 3 2 

A 3 2 

A 3 2 

Z 3 2 

A 3 2 
A 3 2 
A 3 4 
Y (3) 3 2 
Y (A) 3 2 
Y (A) 3 (2 ) 

Y (8) 3 2 

A 3 2 

A 3 2 

Z 3 2 

Y 3 2 

Y 3 2 

B 5 4 

Z (8) 3 4 
B 3 4 

B 3 2 
B 3 2 

Z 5 2 

B 3 β A正

B 3 2 

B 3 2 
B 3 4 

B 3 2 

日 つd 2 

日 3 2 
B 3 2 
A 3 2 

A 3 
2 4 

A 3 

A 3 2 
A 3 2 

A 3 2 

A 3 2 
A 3 2 

A 3 2 
Y 3 2 
Y (A) 3 2 

Y 3 2 
Y 3 乙

A 3 2 
A 9 J 2 
A 。v 2 
Y 3 2 

Y 3 2 

Y 3 (2 ) 

Y 3 2 

Y 3 2 
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11 31 

11 11 29 

11 11 27 
11 7ム1 27 

11 1l 27 後胴逆配i函
11 9 27 

9 11 27 

9 13 29 

9 12 26 

9 11 25 
。、， 11 27 
(9 ) (11) (25) 

9 23 後!瞬逆配位

9 /、9、y (23) 

(9 ) 。υ (23) 

9 9 23 

9 9 23 

9 9 23 

9 9 23 
9 9 23 
(9 ) (9 ) (23) 

(7/9) 9 (23/25) 

7 23 

7 9 21 
(7 ) (9 ) (21) 

(7 ) (7 ) (19) 

7 9 21 
7 9 21 
7 7 19 
5 7 17 
(5 ) (5 ) (15) i 

(11) (11) (31) 腕一連 [13，13]つ

12 11 30 腕一巡

11 11 29 胴一連

11 11 27 胴一連

11 11 27 右脇開閉 [11，12 

11 9 27 胴一連

9 27 胴一連

9 25 腕ー迎

9 11 お 両脇IJlJ閉 9，13] 
(g) (11) (27) 右l協開|羽 9，12]つ

9 11 25 右脳開|羽 [9，12 

百 11 25 右脇関|羽 [9，12 

9 11 25 右脇目日開 [9，11 
9 11 25 右脇開院l [9，11 

9 9 23 腕一迎

9 
9 9 

23 胴一連 9，10 

9 25 両脇開閉 [9，11 

9 9 23 両脇rmr羽 [9，11 

9 9 23 両脇E日開 [9，11 

9 (9 ) (23) 両脇開閉 [9， 9 つ

9 9 23 右脳開閉 9，10 

9 9 23 右脇開|羽 9. 9 
9 9 23 右脇日日開 [9， 9 

7 9 21 胴一連

7 (9 ) (21) 同胴開閉 7，11]つ

7 7 19 右JJ1I，開閉 7. 7 
(7 ) (5 ) (15) jilij腕開閉 5. 5 
(7 ) 9 (21) 腕ー迎
7 9 21 腕-}型

7 9 21 雨胴開閉 7，11] 
5 5 15 

右右脇目品関開II制掛
5， 5 ] 

5 5 15 5， 5 J 
(5 ) (5 ) (15) 右脳1期間 5， 5 ] 

5 d 伊 15 
右右脇脇I閲1111降羽l 

5， 5 ] 

5 5 15 [5， 5 ] 

ノ守一レン内の情報は不確実であることを示す
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~ 
憧胴中段地額 7分審l
前園中陵地額 三角形分割

~ 
憧胴中段地復 7分割
前胴中段地匝 長方形分割

~ 
後闘中段地桓 5分割
前胴中段地鑑 三角形分割

巨司
後廟中段地極 5分割
前胴中段地緩 長方形分割

~ 
撞'中陵地桓 3分審l
前胴中段地掻 三角形分割

~ 
後胴中陵地板 3分'1
前胴中段地I!<長方形分'1
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第221図三角板短甲地板構成の諸例
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を数える 3群に分離できる。それぞれ、 I類、 II類、皿類とする。また、それぞれの類型のうち、前胴

中段地板を三角板で分割するものをa類、前胴中段地板を分割せずl枚の部材で構成するものをb類と

し、 合計6類型に分類する(第26表、第221図)。

地板枚数 三角板短甲の地板枚数にかんしては、多様性がみられる中段地板と下段地板の構成枚数に

注目する。以下、短甲の地板枚数を示すにあたり、中段地板の枚数と下段地板の枚数を順に括弧内に表

す。文殊堂11号墳例は、[7 ， 11]、林2号墳例では、 [5， 5 ]と表記する。なお、鋲留短甲の中には、割

付上は一つの三角形の地板で、あるものが、脇部や開閉部で二枚に分割きれている場合がある。革綴製品

と鋲留製品との地板構成の比較を容易にするため、こうした事例は割付上の構成枚数を重視し、実際は

2枚の地板を l枚として数える。実際の地板枚数については、検討の姐上にあげる第26表に明示する。

前胴地板配置 三角板短甲には、前胴の地板配置にかんして、分割線が鼓形を描くものと、菱形を描

くものの2系統が知られている。前者をA型、後者をB型とする(小林謙1974、鈴木1996)。また、前胴

を長方形分割(横矧板)にするものはY型とし、文殊堂11号墳例のように、前胴中段地板のみに長方形

分割する事例もY型に含める。 A型、 B型、 Y型のどれにも属きない変則的な地板配置をもっ事例はZ

型とする(第222図)。なお、 Y型、 Z型ともに、 A型、 B型との関連がうかがえる場合、括弧で関連が

うかがえる地板配置を示す。

( 2 )鈍角系三角板革綴短甲の変遷

変遷観鈍角系三角板革綴短甲は、古墳時代中期前葉に定型化し、鋲留技法導入後までの比較的長期

間にわたり生産されている。資料ごとの差異も大きく、地板構成は多様である。製作時期が下るごとに

(A型〕 (8型〕 (y型〕 (Z型〕

。 40cm 

第222図前胴地板配置の諸例
1 老司 2 :心合寺山 3・鞍塚 4 :原間6号
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構成枚数が減じてし 3く短甲変遷の基本原則に合わせば、 I類→II類→皿類への変イじが想定で、きる。ただ

し、阪口も指摘するよう に、三角板革綴短甲の構成地板枚数の数は、厳密に製作時期の差異を反映する

とは限らない(阪口1998)。

I類と H類 比較的地板枚数が多い鈍角系三角板革綴短甲として、 1a類で [ll，l1JBの地板構成を

もっ京都府岸ヶ前2号墳例や、同じく 1a類で[9 ， 13J Aの地板構成をもっ倉科将軍塚2号墳例などが

知られる。しかし、これらの古墳が築造された時期は、鋲留技法導入期(中期中葉古段階、 TK73型式期)

と捉えられ、製品の諸特徴や古墳の築造時期などを総合的に判断すると、鈍角系三角板革綴短甲におけ

る最古型式として認めることは難しい。これに対して、鈍角系三角板革綴短甲を出土した古墳の中でも、

比較的古い時期(中期前葉)の築造と捉えられる大阪府盾塚古墳からは、 IIa類の可能性が高い製品が

出土している。また、三角板鋲留短甲においても、 1 a類と IIa類の双方が比較的多くみられる ことか

ら、両者は鋲留技法導入期においても並存していたと捉えてよいだろう。これらのことから、 1 a類と

IIa類については、前後関係は必ずしも明確で、はなく、革綴の比較的早い段階から、鋲留技法導入後の

比較的長期にわたって並存していたと捉えられる。

111類 いっぽう、著しく地板枚数が少ない皿類にかんしては、 I類、 II類よりも後出する要素が多い

といえる。田類の三角板革綴短甲を出土した古墳として、金海杜谷43号墳、香川県原間6号墳、福井県

向山 I号墳などがあげられるが、これらの古墳の築造時期は、鋲留技法導入期 (TK73型式期)よりも I

"-'2段階ほど新しい。鋲留短甲においても、皿類が頻出するのは、鋲留技法導入期よりも新しい段階に

なってからと判断できる。三角板革綴短甲の製作時期をどこまで降せて捉えるか、なお検討の余地があ

るが、地板構成の特徴からは、革綴短甲と鋲留短甲の地板構成の変化に同様の傾向が見出せることから、

皿類の三角板短甲は、 1 • II類よりも新しい時期に出現したと判断してよいだろう。

a類とb類前胴中段地板を分割せずl枚の部材で構成する b類については、 研究史の整理において

示したとおり、前胴中段地板を三角形に分割する a類よりも新しい傾向が看取できる。本稿でb類と し

。
(1: 12) 40cm 

第223図 前胴長方形分割の三角板革繍短申の諸例
1 :新沢千塚508号 2 五ヶ山B2号 3 文殊堂11号 4・鞍塚
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第28表鋲留技法定着後の革標短甲出土例

」 共閥均

三革短:三角板革綴短甲 三革繊付短。三角板革綴傑付短甲三鋲短'三角板鋲留短甲櫛鋲短。欄鰐l板鋲留短甲
革製衝ー革盟衝角付宵鋲衝鋲留衝角付宵小鋲衝小札鋲留街角付曹横鋲街:1噴鰐|板鋲留街角付曹
小鋲悶 小札鋲留周庇付宵菱鋲周褒形板鋲留周庇付開竪鋲周竪矧板鋲留周庇付制堅広鋲周墜婦|広板鋲留眉庇付宵

築造時期 / 中期中議(古): TK73 中期中葉(新): TI<216-0N46 中j明後葉 TK208-Tfα3 中期末葉 TIα3-TK47

ノミーレン内の情報は不確実であることを示す

相当量みられることを考えると、三角板革綴短甲は鋲留技法導入後も、ある程度の段階(おおむねTK216

型式期)まで製作が継続していた可能性があると指摘しておこう。

文殊堂11号墳例の位置づけ 文殊堂11号墳例の編年的位置づけについても、報告部分で触れたように、

三角板革綴短甲と して後出的な属性に注目したい。本稿の分類では、 IIb類、(7 ，11) Y (B)の地板

構成をもっ点に加え、①中央の地板を除き地板の形状が三角形ではなく台形をなすこと、②革組覆輪が

革紐の交差が表面に表れない手法であること、といった属性が、他の短甲との比較検討において有効な

視点であるといえよう。属性①・②ともに新相を示す特徴といえ、本例が三角板革綴短甲の中でも製作

段階が新しいものと捉える根拠となりえる。具体的な製作段階はある程度の時間幅をもって捉える必要

があるが、須恵器型式と対応させるとすれば、おおよそTK216型式併行期を中心として前後する時期に対

応するといえよう。

(4)三角板鋲留短甲の終罵

前胴長方形分割の三角板鋲留短甲 いわゆる「三角板横矧板併用鋲留短甲」の認識は、前胴中段地板

に三角形の分割がみられない(本稿のb類)鋲留短甲をすべて捉える広義の見方と、下段地板に至るま

で前胴はすべて横矧板を採用している鋲留短甲のみを捉える狭義の見方がある。本稿では、革綴短甲と

の関連性を重視する立場から、これらの評価を-EL保留し、前胴に横矧板を用いても後胴の地板を三角

形に分割する鋲留短甲すべてを三角板鋲留短甲の一類型として捉えている。地板構成では、鞍塚古墳例

(革綴)と宮崎県島内3号地下式横穴例(鋲留)は、 IIb類、 [7， 9] Yという特徴が一致している。
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第29表前胴長方形分割の三角板鋲留短甲

所在地 ・古境名

大阪府西小山

大阪府狐原

1奈良県円照寺基山 1号 (2) 

宮崎県鳥内3号

千葉県八凪原 l号

奈良県今井 l号

島根県塚山

岡山県(111人服

長野県新井原7号

ロ寧校澗3号

京都府宇治一子山南 (1)

奈良県後出3号

問、岡県林2号

~士ててτー~ ーよ

三角板

柵成曹p型

11 b 

11 b 

11 b 

IIb 

(11 b) 

U!b 

(U! b) 

U!b 

UIb 

滝沢司自式

(滝沢1991)

! afb 

(1 afb) 

IIb 

IIa 

IIa 

11 afb 

(11 b) 

11 a 

II b 

IIb 

I1b 

II b 

上段{!l命 地板枚 数 l 地絞
連銀数 上段 (~上 2) 中段 下段 分制

開閉 鎌番
置鎗

桜置 <1>.具
(上側) f史朗 前例 (長側 1) (:Il!側3) 枚数

3 2 (7 ) (5 ) (15) ifuiB品開l羽 長2 革包

両脇捌!剖つ

8 3 2 7 (9) (21) 両脇開閉 長Z 車組

11 3 2 7 9 21 腐一連 革包

B 3 2 7 7 19 右脇|刻閉 釣 3 革組・鉄包

(3 ) (7 ) 両胴開閉 艮2 革組

10 右脇開|羽 畏2

10 3 2 5 5 15 右脇開閉 革包

8 3 (2 ) (5 ) (5 ) (15) 右脇開r{jj 良2 鉄包

80r9 3 2 5 5 15 右脇rJ日開 畏2 鉄包

9 3 2 5 5 15 右脇開|羽 jヲ4 I五包

7 3 2 5 5 15 右脇開閉 方3 :1i'i包鉄包

E草山例は破片教が仏なく、附胴長方}存分fjlJでない可能性がある
狐j;j!例、今井l号繍例は、 実i!lIl図 ・写真当事が公J/.されておらず、前胴長方形分制|の栴摘が確認できるのみ

ノ号ーレン内の情報は不自書実であるこ とを示す

。 (1 -12) 40cm 

第224図 前胴長方形分割の三角板鋲留短甲の諸例
1 島内3号地下式横穴 2 :八重原l号 3 :後出3号 4 :林2号

文殊堂11号墳例も、 上記2例の地板構成とは、前胴下段地板の最前分割の有無という違いしかなく、互

いに関連性が高い一群といえる。

前胴長方形分割の三角板鋲留短甲は、吉村が指摘するように(吉村1988)、比較的長期の系譜関係があ

とづけられる。島内3号地下式横穴例から八重原 1号墳 l号短甲などを介して、林2号墳例にみられる

illb類、 [5，5]Yとし寸地板構成をもっ一群に連なる系譜が想定できる。林2号墳例と同様の地板構

成は、長野県新井原7号墳例、後出3号墳第2主体例、宇治二子山南墳例に認められる。さらに、昌寧

校洞3号墳例も同様の地板構成である可能性がある。前胴長方板分割の三角板短甲は比較的多様で、地

板構成が一致する例が少ない中で、 illb類、[5，5]Yの一群は類例が多く、資料的にまとまっている。

これらの例は、下段地板の構成枚数が5枚と少なく、現在のところ、同様の地板構成をもっ革綴短甲は
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知られていない。ITIb類、 [5，5]Yの一群は、連接数や蝶番金具、覆輪技法などに細差があるものの、

滝沢編年においても、滝沢IIb式を中心とした段階に集中しており、製作段階が比較的短期間であった

と考えられる。

皿b類、 [5，5]Yの諸例は、いずれも三角板鋲留短甲の中でも最新の様相をもっ。三角板鋲留短甲

の最終末の形態を示していると評価できるだろう。「三角板横矧板併用鋲留短甲」の認識を狭義に捉え、

田b類、 [5，5]Yの一群を指すものと定義すれば、三角板横矧板併用鋲留短甲は三角板鋲留短甲の盛

行期から横矧板鋲留短甲の盛行期の移行期にみられる型式であるとの評価も可能でbあろう。

林2号墳例の位置づけ 三角板鋲留短甲は、滝沢が明示したように、横矧板鋲留短|手の生産停止より

も早い段階で生産が終駕を迎えていると捉えられる。古墳の副葬例においても、中期末葉に築造された

古墳から三角板鋲留短甲が出土することは少ない。最終末の様相をもっ三角板鋲留短甲としては、連接

数が?と少ない大阪府黒姫山古墳7号短甲や滋賀県雲雀山2号墳例と ともに、 林2号墳例をあげること

ができる。

林2号墳例は、 三角板鋲留短甲の中でも使用される鋲の直径が0.8'"'-'0.9cmと大型で¥後胴上段帯金の

上側の連接数は?と三角板鋲留短甲の中でも最少の部類に入る。帯金と地板の幅の比率も近似し、裾板

が肥大化するなど、最終段階(滝沢IIc式)の横矧板鋲留短甲との形態上の類似点が多い。滝沢IIc式

の横矧板鋲留短甲との形態的類似が多い本例こそ、三角板鋲留短甲の最終末の様相を象徴していると評

価iで、きるだ、ろう。

三角板鋲留短甲の終罵 鋲留短甲の最新式である滝沢IIc式は、横矧板鋲留短甲に限定できることか

ら、滝沢IIb式が下限の三角板鋲留短甲は、短甲生産の最終段階より前に生産が終了している可能性が

高い。滝沢IIc式が中心的に生産された時期を中期末葉 (TK23'"'-'47型式期)と捉えれば、林2号墳例に

代表される三角板鋲留短甲の最終末形態、の生産は、中期後葉 (TK208'"'-'23型式期)の中に求めることが妥

当であろう。三角板鋲留短甲の終駕にあえて理念的な定点を示すとすれば、TK208'"'-'23型式の中でも、よ

りTK23型式期に近い時期が想定できる。

4 .前胴長方形分割の三角板短甲の系譜

前胴長方形分割の系譜 ここまでの検討において前胴を長方形に分割する三角板短甲について、革綴

から鋲留に至る一つの系譜として捉えられる可能性を示してきた。ただし、ここで整理した前胴長方形

分割の系譜とは、製作工人や工房が一連のものである ことを必ずしも意味しない。前胴長方形分割の三

角板短甲の覆輪や蝶番金具などに多様性があり、共通する属性が地板構成以外には見出しにくいことを

考慮すると、前胴長方形分割の変異形態が生まれる要因が長期的に持続していることを示しているとい

えよう。前胴長方形分割の三角板短甲を長方板革綴短甲や横矧板鋲留短甲との折衷的な製作と捉えるか、

二三角板短甲を基本として前胴のみ三角形分割を省略したものと捉えるかで、前胴長方形分割の系譜の評

価も大きく異なる。こうした系譜の評価にかかわり、以下、三角板短甲における前胴長方形分割が出現

する意味について触れておこう。

後胴重視の傾向 短甲において、後胴の形状を重視していたと想定できる特徴は数多い。五ヶ山B2 

号墳例や、兵庫県年の神6号墳例など、後胴の上段地板のみ三角板の分割枚数が多い事例などは、後胴

重視の傾向を顕著に示している事例といえるだろう。鋲留短甲においても、後胴重視の傾向は数多く看

取できる。岐阜県中八幡古墳や、福井県二本松山古墳から出土した三角板鋲留短甲は、後胴上段地板が

通有の鋲留短甲より 2枚多い5枚で構成されていることに対して、前胴の分割は通有の分割に留まる。
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さらに、佐賀県夏崎古墳例や佐賀県円山古墳例にみるように、前嗣には長方形分割の地板をもちいるも

のの、後胴に手の込んだ造作がみられる特殊な鋲留短甲も知られている。とくに、円山古墳例の前胴は

通有では7段構成であるところが5段構成であり、前胴長方形分割の三角板鋲留短甲である大阪府西小

山古墳例と共通する。 4段構成の可能性が高い夏崎古墳例も形態の発想上は円山古墳例や西小山古墳例

と通底するあり方をみせていると考えられよう。

短甲に限らず、一つの製品の中には、とくに手の込んだっくりを志向する部分がある。土器では、日

縁端部をとくに念入りに造作するような事例があてはまる。このような「丁寧さの違い」はエラボレー

ションの度合いの差と呼ばれ、その度合いが高い部分に製品がもっ性格が端的に表れるものとして評価

されている。短甲の多くは後胴中央部が最もエラボレーションの度合いが高く、製作物にかかわる象徴

的な意味が最も表出した部位として認識できるだろう。

前胴長方形分割の意義 上述のように、三角板短甲の中で最も重視されているのが、後胴中央部であ

ると評価できる。三角板短甲における三角形分割の省略は、前胴にとどまらず、脇部においても認めら

れる。地板構成田類の出現は、前胴長方形分割と通底する製作意図を読み取ることができ、三角板短甲

の終鷲期においては、後胴の中軸線しか三角形に分割しない林2号墳例のような事例が出現するものと

捉えられる。後胴を明確に三角形分割する意識は最終段階まで堅持されることに対して、前胴の分割省

略は比較的早い段階からみられるようになると評価できるだろう。

5 .結語

以上、文殊堂11号墳、林2号墳から出土した特長的な地板構成をもっ三角板短甲の編年的位置づ、けの

検討を通して、三角板革綴短甲および三角板鋲留短甲の終意について整理した。 この作業を通じて、三

角板短甲の地板構成について分類を行い、革綴短甲、鋲留短甲双方における地板構成の変遷大綱を明ら

かにしたと共に、前胴長方形分割の三角板短甲が革綴から鋲留まで一連の系譜として捉えられる可能性

を示した。さらに、前胴を長方形分割する三角板短甲が生まれた背景と して、 短甲の部位にかかわるエ

ラボレーションの度合いの違いに注目し、短甲の後胴中央部に対する認識の強さを指摘した。

ニ角板短甲の地板構成の変遷については、未だに整理が充分なされているとはいえない。革綴短甲、

鋲留短甲を横断的に分析できる他の属性、例えば、地板形状(三角形か台形か、三角板の端部を断ち落

としているか否かなど)、連接位置、連接数、 覆輪、組立工程などを総合的に分析していく視点が求めら

れるだろう。 (鈴木一有)
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